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令和６年度島田市性の多様性理解促進セミナー 

「多様な性ってなんだろう～すべての人にとって安心・安全な職場づくり～」 

 

<開催のようす> 

例年開催している性の多様性理解促進セミナーですが、今年度は LGBTQ の「働く」や「お店利

用」をテーマに、主な対象を企業に開催をしました。アンケートでは参加者の 65.0％が「企業とし

ての参加」と回答し、普段とは少し違ったテイストでの開催となったのではと感じています。 

主な講演内容は、①多様な性に関する基礎知識と当事者のライフストーリー、②LGBTQ の職

場やお店利用での経験談の紹介と解説、③私たちができること、という構成でした。当事者のライ

フストーリーでは、参加者の方々が皆、顔をあげて真剣にエピソードに聞き入っているようすが見

受けられました。また、講演の最後に参加者同士で 5 分間感想を話し合う時間があり、90 分間イ

ンプットした情報から考えた感想を自身の言葉でアウトプットすることで、大いに盛り上がってい

た印象がありました。閉会後は、参加者同士で名刺交換するようすも見られました。 

 

<参加者の傾向> 

先述のとおり、企業の参加が多かったことが今回のセミナーの特徴でした。参加理由も「仕事上

必要な知識だと思った」が半数を占めており、令和 5年度に開催したセミナーでは「性の多様性に

興味があった」という回答が一番多かったことと比較しても、テーマによって参加者の傾向が異な

るということがわかりました。 

また、前回のセミナーではアンケートに性別欄を設けていませんでしたが、男女共同参画推進委

員から「男女共同参画の視点から男女比の統計を取った方がよい」という意見があったため、今

回は参加者の性別も集計することとしました。結果、今回は男性の参加者が多かったということ

がわかりました。この結果は、今回の「職場」というテーマも関係しているのかもしれません。年代

については 30 代以下が約 1 割と少なく、これは平日開催だったことが原因と推測できます。ま

た、性別と同様にテーマの傾向が参加者の年代に影響した可能性も考えられます。 

参加しやすい開催方法については「対面開催」が 54.5％と最も多かったですが、これは実際に

来ていただけた方々のご意見であり、「行きたかったけど行けなかった人」の意見は反映されませ

ん。今後はオンラインでの開催も検討し、各開催方法の傾向・データを収集したいと思います。 

セミナーの理解度については、「理解できた」が 52.4％、「少し理解できた」が 47.6％と高評

価でした。講師の三戸様も「今日全部理解できなくてもいい。少しずつ理解していってほしい」と

話されていたことから、初めてセミナーを受けた方もハードルが軽減されたのではないでしょうか。 

用語の意味についてもアンケートを取りました。今回は「LGBTQ（性的マイノリティ）」「パートナ
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ーシップ制度」「SOGI（ソジ/ソギ）」「カミングアウト」「アウティング」の５つの用語について伺いま

した。そのなかで「SOGI（ソジ/ソギ）」と「アウティング」は「初めて知った」が 42.1％と、認知度が

低いことがわかりました。SOGI については性のあり方（セクシュアリティ）は少数者だけの問題で

はなくすべての人に関わることだ、という認識が浸透していないことが理由なのではないかと考

えられます。アウティングに関しても、他人の性のあり方（セクシュアリティ）を許可なく第三者に暴

露してはいけない、という認識が言葉として浸透しきっていない現状があるのかもしれません。 

 

<課題・反省点> 

 アンケートでお住まいの地域について伺いましたが、「住所は市外だが勤務地は島田」という方

もいたため、市内在住・在勤（在学）かそれ以外かという聞き方をした方がよかったと思いました。

また、今回のアンケートではこれまでの開催と比べ感想を記入する参加者が少ない傾向がありま

した。前回までアンケートに記載していた「セミナーの内容で印象に残ったこと」についても省略す

べきではなかったかもしれません。参加理由については以前と同じ設問でしたが、「社会的な関心

の高まりを感じたため」など社会状況の変化に関する理由を追加してもよいと思いました。 

 また、これは例年の課題ですが、人集めには苦慮しました。例年参加者は２０名程度なので、人

数だけ見れば例年どおりと言えるかもしれません。しかし、今回はなんといっても性の多様性とい

うテーマに関心を持って参加してくださる一般市民の方が例年に比べると少なかったことが反省

点です。これは「講師が誰か」というよりもむしろ「開催日」と「テーマ」による影響が大きいと推測

されます。単に人が集まればいいというものではありませんが、届くべき人にしっかりと情報が行

き届き、かつ参加しやすい開催方法について、今後も模索していくべきだと改めて感じました。 

 加えて、主観としては企業へのアプローチに対する手応えのなさも課題として挙がりました。

今回、単にチラシの配布をするだけではなく、商工会議所へのアプローチにも力を入れました。理

事や青年部、会頭への周知協力依頼、商工会議所が発行する広報への掲載依頼、その他、産業支

援センターや市民活動センターのメルマガ・SNS 等への情報掲載依頼、市内事業所向けへの市公

式 LINE 配信等、従来の広報活動の他にもさまざま手を尽くしてみました。しかし、最終的には目

星をつけた企業に直接架電する方法が最も効果的でした。業種としては主に建設業、電気・ガス

業、経済団体等からの参加がありました。一方で、金融業や観光業、商業施設等からの参加は今

回なかったため、今後の課題として捉えたいと思います。 

 また、こうした背景には、「そもそも LGBTQ について知らない・聞いたことがない」という企業

が依然として市内に多く存在することや、男女共同参画社会づくり宣言所・団体や商工会議所に

登録のある事業所以外には情報が行き届かないという課題もあります。男女共同参画と同様に、

根気強く発信を続けていく必要性を実感しました。 

 

<さいごに> 

 今回は企業向けの開催、平日日中の時間帯での開催など、これまでの開催とは異なる新たな取

り組みをしたことで、これまで見えてこなかった課題や発見が浮き彫りになりました。しかしこれは

失敗や挫折ではなく、新たに取り組むべきスタート地点に立ったのだと解釈できます。劇的な変化

は起こせずとも、これらの取り組みが枯れないようこれからも息長く続けていきたいと思います。 

 

（多様性に関する意識啓発アドバイザー 天草） 


